
















































































































































































































































































































































































































































































3 undsich… bewut］undihres… bewut
つまり，そうであるならば反駁は，本来その命題の展開であり，したがってそれの欠陥を補充するも
のだということになる。ただしそのためには，反駁が自分の本質を見誤り，自分の否

定

的

な

はたらきに
のみ注目することなく，自分の進行と結果との肯

定

的

な

側面をも意識しなければならない。
註解 ここには，命題の自己否定としての反駁と肯定的側面の意識としての反駁が指摘されている。
後者は否定の否定である。正には自己否定がなく，反には否定の否定がない。合は正と反の統一ではな
くて，反の自己否定なのである。
 自己否定は目的の実現と相補的である。
―DieeigentlichepositiveAusfuhrungdesAnfangsistzugleichumgekehrtebensosehrein
ヘーゲル『精神現象学』「序説」第23節～第24節の解明 9
negativesVerhaltengegenihn,namlichgegenseineeinseitigeForm,erstunmitelbaroderZweck
zusein.
―はじめを本来の意味で肯

定

的

に

実現してゆくことは，肯定的であると同様に反対にはじめに対して
否定的な態度をとることでもある。すなわち，はじめが最初は直

接

的

であり目

的

としてあるというその
一面的な形式に対して否定的な態度をとることでもある。
註解 目的としてのはじめは，まだ実現されていない非本来状態ということで自己を内側から否定
する。自己否定は目的の実現と相補的である。
 はじめの実現は体系の根柢の反駁でもありうる。
SiekannsomitgleichfalsalsWiderlegungdesjenigengenommenwerden,wasdenGrunddes
Systemsausmacht;
1 gleichfalsals］ebensosehralsdie
だから，はじめを実現してゆくことが，そのまま，体系の根

柢

をなすものを反駁することとして受け
とられうる。
註解 はじめを根本命題としての土台であると，ラインホルトのように考えると反駁は土台を崩す
ことになる。むしろ，はじめは目的であるから，反駁は目的の実現となる。
 反駁とは，体系の根柢や原理が土台ではないことを示すことでもある。
richtigeraberistsiealseinAufzeigenanzusehen,daderGrundoderdasPrinzipdesSys-
temsinderTatnurseinAnfangist.
1 richtigeraberistsiealseinAufzeigenanzusehen,］besser… Aufzeigen,
しかし，はじめの実現とは，より正しくは，体系の根

柢

や原理が実はただ体系のは

じ

め

にすぎないと
いうことを示すことと解されるべきである。
註解 体系のはじめは，不動の土台という仮象となる場合，反駁はこの仮象の否定を伴っている。
GW:GeorgWilhelm Hegel,GesammelteWerkeinVerbindungmitderDeutschenForschungsgemeinschaft.
Hrsg.v.derRheinisch-WestfalischenAkademiederWissenschaften.FelixMeinerVerlag,Hamburg,
1968ff.（GW の後に巻数と頁数を記してある）
Phan.:G.W.F.Hegel,PhanomenologiedesGeistes（1807）.Hrsg.v.H.-F.Wesselsu.H.Clairmont,FelixMeiner
Verlag,Hamburg,1988.
M1:G.W.F.HegelsVorlesungenuberdieGeschichtederPhilosophie.Hrsg.v.K.Michelet,Bd.1:Miteinem
VorwortvonKarlLudwigMichelet（1833）;Bd.2（1833）;Bd.3（1836）,Berlin.In:G.W.F.Hegel:Samtliche
Werke.JubilaumsausgabeinzwanzigBanden.Hrsg.v.H.Glockner.19.・20.・21.Bd.,F.Frommann
Verlag,Stuttgart/BadCannstatt1965.
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